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ほっとかれへん、
自殺予防は
みんなの思い

自殺対策推進計画

計画期間 令和６（2024）年度～令和11（2029）年度

八　尾　市

八　　尾　　市

八尾市自殺対策推進キャラクター
「きくにゃん」

誰も自殺に追い込まれることのないまち
“やお”

人の「命」は何ものにも代えがたいものであり、
自殺対策の本質は生きることの支援にあります。

本市は、一人ひとりがかけがえのない個人として尊重される
「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」をめざし、

様々な分野の人々や組織が密接に連携し、
生きることの包括的な支援を

推進していきます。

基本理念

八尾市の自殺対策における目標
　自殺死亡率（３か年平均）の減少をめざし、取り組みを推進します。

計画の推進体制

　本市における自殺の実態と施策の取り組み状況を八尾市自殺対策計画審議会に毎年度報告し、自殺の実態分析と

取り組みの評価を行います。その結果を八尾市自殺対策推進会議に報告し、施策内容や取り組みの改善を図るＰＤＣ

Ａサイクルを回すことで全庁的な自殺対策を総合的に進めていきます。

発行：令和6（2024）年3 月 八尾市保健所 保健予防課 〒581-0006 八尾市清水町1-2-5

TEL 072-994-6644 FAX 072-922-4965

自殺やうつ病等の精神疾患に対する正しい理解の促進

こころとからだの健康づくりについての啓発

生きがいづくりへの支援

自殺に関する現状の把握、情報提供

基 本 施 策 評 価 指 標 目標取り組み
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自殺や精神疾患

等の正しい知識

の普及啓発

ゲートキーパー
研修等の受講者
を累計1,400人

自殺未遂者と家族等への支援

医療機関や警察等関係機関との連携
自殺未遂者支援

自殺に関連した
精神保健福祉相
談の継続実施

庁内におけるネットワークの充実

地域におけるネットワークの充実

関係機関の連携

・ネットワークの

強化

自殺対策に関連
する事務事業の
取り組み状況の
把握

市職員、関係機関の様々な職種を対象とするゲート

キーパー養成講座の実施

市民や地域団体へのゲートキーパー養成講座の実施

支援者への支援（ケア）

研修（支援者への支援も含む）の内容及び方法等の検討

自殺対策を支え

る人材の育成

ゲートキーパー
の役割を担える
と回答した割合
の増加

ゲートキーパー
養成講座を受講
したものが所属
する課の割合を
100％

相談窓口情報等のわかりやすい発信

相談窓口の充実

子ども・若者に対する支援

女性に対する支援

男性に対する支援

働く世代に対する支援

自死遺族等に対する支援

自殺リスクを抱える人への支援

相談支援の

周知・充実
相談機関の
認知度の増加

基本認識
○ 自殺は、その多くが追い込まれた末の死である
○ 自殺は、その多くが防ぐことができる社会的な問題である
○ 自殺を考えている人は何らかのサインを発していることが多い
○ 自殺や精神疾患に対する偏見をなくす取り組みを進める必要がある
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平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

令和4年
(2022)

自殺者数（人)
自殺死亡率
自殺者数（人)
自殺死亡率
自殺者数（人)
自殺死亡率
自殺者数（人)
自殺死亡率

男性

女性

自殺統計
（発見日・発見地）

人口動態統計

37
13.8
29

22.6
8
5.7
45
17.3

50
18.7
30

23.5
20
14.4
58
22.3

40
15.0
21

16.5
19
13.7
39
15.1

35
13.2
26

20.5
9
6.5
40
15.5

55
20.9
41

32.6
14
10.2
55
21.5

自殺対策の考え方と視点

八尾市の自殺の現状
◆自殺者数・自殺死亡率の推移

◆自殺死亡率（３か年平均）の推移

◆男女別、原因・動機別（複数回答）

◆こころの健康に関する市民意識調査の結果

◇男性の自殺死亡率の推移（３か年平
均）は増加傾向にあります。

◇自殺で亡くなった人の約４分の１に
自殺未遂歴があります。

◇「自殺を考えたことがある」と回答した割合
は、全体の13.3％で、若い年齢層ほど高く
なる傾向がみられています。

◇自殺を考えた時に相談しなかった人の割合
は74.4％みられます。

取り組むべき課題

こころの健康づくり
　自殺に関する正しい知識や、こころやからだの健康
づくりのための知識の普及啓発が必要です。

人材育成
　悩みを抱える人に気づき対応できるゲートキーパー
等自殺対策を支える人材を育成するとともに、悩みを
抱える人を支える相談支援者への支援も必要です。

相談体制
　悩みを抱えた人が適切な支援につながることができるよ
う、相談窓口をわかりやすく伝えるとともに、相談者のニー
ズを踏まえたきめ細かな対応をしていく必要があります。

関係機関・ネットワーク
　地域においてさまざまな悩みを抱える人が早期に
支援につながることができるよう、庁内・地域における
ネットワークの連携・充実が必要です。

自殺に関する相談支援
　自殺未遂者やその家族等が抱える諸問題を解決す
るとともに、医療機関や警察等の関係機関と連携し、
再度の自殺企図を防ぐ取り組みが重要です。
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男性(n=106)
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出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

♦男女ともに「健康問題」が最多であり、次い
で男性は「経済・生活問題」、「勤務問題」、女
性は「家庭問題」が多くなっています。

【自殺を考えたことを相談しなかった理由（複数回答）】
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相談しても解決できないと思うから

身近な人に相談することで、
心配をかけたり、困らせてしまうから

悩みを話すことに抵抗を感じるから

誰に相談していいかわからないから

病院や支援機関等の専門家への
相談は、ハードルが高く感じるから

問題が解決したから

過去に、身近な人に相談
したが、解決しなかったから

過去に、病院や支援機関等の専門家
に相談したが、解決しなかったから

その他

無回答
n= 87

♦男性は女性に比べ悩みを相談する割
合が大幅に低くなっています。

♦「相談しても解決できないと思うから」と回答した割
合が最も高く、次に「身近な人に相談することで、心配
をかけたり、困らせてしまうから」と回答した割合が高
く、「誰に相談していいかわからないから」という回答
も23.0％ありました。
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男性(n=196)

女性(n=301)

【日常の悩みやストレスを相談しているか】

出典：『第３次川崎市自殺対策総合推進計画』から引用改編 

生きる 

自死 

ゲートキーパー養成 こころの健康相談 自殺未遂者等支援 

いのちの教育 学校生活の相談 
教育相談 虐待・DV相談 労働相談 多重債務等相談 失業・生活困窮相談 アルコール・薬物等 依存症相談 

子育て相談 妊娠・出産相談 人権相談 精神科医療 健康相談・医療 障がい者支援 介護相談 遺族支援 

全体的予防介入

選択的予防介入

個人的予防介入

家庭  学校  職場  地域 

サポート
（気づき・つなぎ・見守る）

【自殺予防プロセス図】 

◆個人的危険因子…過去の自傷・自殺未遂
歴、精神疾患、身体疾患、アルコール・薬
物の乱用、失業や経済的損失、攻撃的・衝
動的な性格等

◆地域と人間関係の危険因子…人間関係
の不和、親しい人の喪失、トラウマや虐
待の経験、社会的孤立、災害や差別等の
大きな出来事等

◆社会的危険因子…支援を求めることへ
の社会の偏見・差別、自殺手段へのアク
セス、自殺の群発、自殺手段の暴露等

困難を生きぬく力

サ
ポ
ー
ト
の
不
足

孤
立
・
絶
望
感

う
つ
状
態

　自殺を予防するためには、生きることの阻害
要因を少なくし、生きることの促進要因を増や
すための取り組みを、「個人の生活を守る取り組
み」や「地域づくり」として進めていく必要があ
り、引き続き「つながり」を大切にしたまちづく
りを進めていくことが必要です（自殺予防プロ
セス図参照）。

　自殺予防のサポートには、すべての人を対象と
する「全体的予防介入」、生きることの阻害要因が
重なった人を対象とする「選択的予防介入」、自殺
の危険が迫った特定の個人を対象とする「個別的
予防介入」の３つの視点があります。
　自殺対策には、市民の生涯にわたってこれら
の介入が効果的に行われるよう、幅広い領域で
の協働が必要です。

生きることの促進要因

■相談した 　■相談しなかった 　■無回答

生きることの阻害要因ライフイベント

就学  卒業
就職  転職
昇進  退職
結婚  妊娠
出産  育児
子の独立
介護

離別  死別

♦毎年、30人以上が自殺
で亡くなっています。

孤立の
回避

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」、人口動態統計

出典：人口動態統計

※人口動態統計は、日本における日本人を対象とし、住所地を基に死亡時点で計上されています。
　自殺統計は、日本における外国人を含む総人口を対象とし、発見地を基に発見時で計上されています。
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♦本市の自殺死亡率は、概ね全国、大阪府より
低く推移していましたが、平成28(2016)～
平成30(2018)年以降は全国を上回って
います。

※本市の人口規模では、単年の自殺死亡率では偶然変動の影響が大きいことから、
　３か年平均の自殺死亡率の推移を図にまとめました。
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